
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 平成26年６月1日現在（　）は前月との増減

世　帯　5,608戸（＋11）人　口　12,561人（＋13）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド
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男　6,019人（＋10）
女　6,542人（ ＋3）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

玉串料返し（金一封） 沼本　輝孝（下土井）

第２次
健康増進計画書・食育推進計画書

　吉備中央町では、一人ひとりが生きがいや幸せを感じる暮らしを目指して、平成26年３月に
第２次健康増進計画及び食育推進計画を策定しました。
　今後は、一人ひとりが社会とのつながりを意識し、地域全体で健康づくりを取り組めるよう
住民の皆さま、行政、関係団体等と連携しながら、健康づくりを推進します。

ができました

　　　　　　◆ 計画の重点目標 ◆
①住民の健康への意識が高まる
②仲間と支えあいながら健康づくりに取り組める
③健康づくりに取り組める社会環境整備
④生涯現役

「広報きびちゅうおう
６月号」と一緒にダイ
ジェスト版を全戸にお
配りしています。

健康づくりのためにできること……たとえば

適度な運動を心がけ、運動習慣を身につけ
ましょう。

高血圧予防のために、自分の血圧値やわが
家の味噌汁の塩分濃度を知ることから始め
てみませんか？

味噌汁塩分測定(上田西ひだまりサロン)

うちの味噌汁の塩分
濃度は何パーセント
じゃったかなぁ？今日は0.8％で

『薄い』の判定
でしたよ。

伸ばしたら
気持ちいいね♪

町では１日２回（午
前８時20分・午後
３時）告知放送でラ
ジオ体操を流して
います。
まずは、ラジオ体
操から始めてみま
せんか？

広 報

2014

vol.117
７７
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主な記事
・P02～特集 吉備中央町一般廃棄物基本計画を策定　　　
・P08～役場からのお知らせ
・P14～インフォメーション 【上竹荘保育園田植え体験】
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吉
備
中
央
町
一
般
廃
棄
物（
ご
み
処
理
）

�

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　さまざまな環境問題を背景に、地球規模で環境保全の重要性があらためて認識され、吉備中央町に
おいても持続可能な循環型社会の形成に向けた取り組みが重要な課題となっています。
　しかしながら、ごみは人間が生活していくうえで必ず排出されるものです。年々増え続けるごみを
減らしていくために、私たちは一体何をすればよいのでしょうか。
　今回は、平成26年３月に策定した、ごみ処理活動の基本となる「吉備中央町一般廃棄物（ごみ処理）
基本計画」をご紹介するとともに、家庭でできるごみの削減についての取り組みをご紹介します。

循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

計
画
の
基
本
方
針

ご
み
処
理
に
係
る
今
後
の
目
標

ご
み
処
理
の
現
状
と
課
題

　

こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
大
量
生
産
、
消
費

と
い
う
社
会
構
造
は
、
生
活
様
式
の
多
様
化

や
利
便
性
の
向
上
な
ど
を
も
た
ら
し
ま
し
た

が
、
一
方
で
は
廃
棄
物
排
出
量
の
増
加
が
環

境
へ
の
負
荷
を
増
大
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、

近
年
、
こ
の
よ
う
な
環
境
負
荷
か
ら
の
脱
却

に
向
け
た
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
豊
か
な
自
然
環

境
を
守
り
育
て
、
安
全

で
健
康
に
暮
ら
せ
る
よ

う
、
住
民
や
事
業
者
、

行
政
の
連
携
に
よ
り
、

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
や

減
量
化
な
ど
を
推
進

し
、
環
境
に
配
慮
し
た

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
基
本
計
画
で
は
、
ご
み
処
理
に
関
す

る
４
つ
の
基
本
方
針
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

●�

町
民・事
業
者・行
政
の
協
働
に
よ
る
２
Ｒ

（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
※
）
の
推
進

　

３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ

ク
ル
※

）
の
う
ち
、優
先
度
の
高
い
リ
デ
ュ
ー

ス
・
リ
ユ
ー
ス
の
施
策
を
策
定
し
ま
す
。

※�

リ
デ
ュ
ー
ス
…
発
生
の
抑
制
、
リ
ユ
ー
ス

…
再
利
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
…
再
生
利
用

●
適
正
処
理
の
推
進

　

環
境
保
全
や
環
境
美
化
の
た
め
、
不
法
投

棄
対
策
を
行
い
、不
法
投
棄
を
削
減
し
ま
す
。

●
ご
み
排
出
量
を
２
，７
０
０
ト
ン
／
年
以
下
に

　

国
の
基
本
方
針
で
は
、
ご
み
排
出
量
を
平

成
27
年
度
ま
で
に
平
成
19
年
度
比
で
約
5
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い

ま
す
。

　

本
町
で
は
、
吉
備
高
原
都
市
へ
の
事
業
所

の
誘
致
等
に
伴
い
、
事
業
系
ご
み
は
増
加
す

る
と
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
排
出
量

を
計
画
目
標
年
度
（
平
成
35
年
度
）
ま
で
に

平
成
19
年
度
比
で
10
％
以
上
削
減
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

●
排
出
量
の
抑
制

　

本
町
の
平
成
23
年
度
の
１
人
１
日
あ
た
り

の
ご
み
排
出
量
は
６
４
８
ｇ
／
人
・
日
で
、全

国
平
均（
９
７
６
ｇ
／
人
・
日
）や
岡
山
県
平

均（
９
６
０
ｇ
／
人
・
日
）を
下
回
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
家
庭
及
び
事
業
所
等
の

燃
え
る
ご
み
に
つ
い
て
は
、
排
出
量
が
増
加

傾
向
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
ご
み
の
減

量
化
の
推
進
に
努
め
、
環
境
教
育
や
ご
み
処

理
に
係
る
啓
発
を
図
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
と

の
協
働
に
よ
り
、
ご
み
排
出
量
を
削
減
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
資
源
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
推
進

　

国
の
基
本
方
針
で
は
、
平
成
27
年
度
ま
で

に
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
約
25
％
に
引
き
上
げ
る

こ
と
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
平
成
24
年
度
に
お
け
る
本
町
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
21
％
で
あ
る
こ
と
や
リ
サ
イ
ク
ル

●
循
環
資
源
の
利
用
促
進

　

資
源
ご
み
に
つ
い
て
、
集
団
回
収
や
拠
点

収
集
を
推
進
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

●�

町
民
・
事
業
者
へ
の
情
報
提
供
及
び
環
境

教
育
の
推
進

　

ご
み
処
理
に
関

す
る
情
報
提
供
を

行
う
と
と
も
に

「
ご
み
」
に
関
す

る
環
境
教
育
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

学校でも環境教育に取り組ん
でいます。

率
が
年
々
低
下
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
燃
え
る
ご
み
の
組
成

（
質
・
内
容
）
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
燃

え
る
ご
み
の
中
に
は
、
資
源
化
で
き
る
も
の

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を

分
別
回
収
、

リ
サ
イ
ク
ル

す
る
こ
と
に

よ
り
、
リ
サ

イ
ク
ル
率
の

向
上
を
進
め

る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

●
収
集
運
搬

　

本
町
で
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
る

燃
え
る
ご
み
、
燃

え
な
い
ご
み
、
資

源
ご
み
、
粗
大
ご

み
の
収
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
率
の
向
上

等
に
向
け
、
新
た

な
分
別
品
目
を
追
加
す
る
場
合
は
、
収
集
体

制
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
中
間
処
理

　

町
内
で
搬
出
さ
れ
る
ご
み
は
、
高
梁
地
域

事
務
組
合
の
中
間
処
理
施
設
で
適
正
に
処
理

し
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
の
目
標
年
度
で
あ
る
平
成
35
年
度

に
は
、
ご
み
焼
却
処
理
施
設
は
稼
働
開
始
か

ら
25
年
、
粗
大
ご

み
処
理
施
設
は
43

年
、
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
は
24
年
を

迎
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
高
梁

市
及
び
高
梁
地
域

事
務
組
合
と
と
も

に
処
理
施
設
の
改

修
、
更
新
に
向
け
た
検
討
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

●
最
終
処
分

　

埋
立
ご
み
（
中
間
処
理
後
に
残
る
焼
却
灰

や
破
砕
不
燃
物
）
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

ご
み
の
発
生
・
排
出
の
抑
制
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
を
図
り
、
最
終
処
分
を
す
る
量
を
削

減
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
ご
み
処
理
経
費

　

ご
み
処
理
に
係
る
経
費
は
横
ば
い
傾
向
で

す
が
、
処
理
経
費
の
削
減
に
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他

　

環
境
保
全
や
環
境
美
化
の
観
点
か
ら
、
今

後
も
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
止
啓
発
看
板
等
の
設

置
に
よ
り
、
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
対
策
を

講
じ
る
と
と
も
に
、

特
別
管
理
一
般
廃
棄

物
、
適
正
処
理
困
難

物
は
、事
業
者
責
任
、

排
出
者
責
任
の
も
と

で
、
よ
り
適
正
な
処

理
方
法
を
確
立
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

リサイクルプラザ
（写真提供：高梁地域事務組合）町内で実施されるクリーン作戦

●
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
25
％
以
上
に

　

国
の
基
本
方
針
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
を

平
成
27
年
度
ま
で
に
約
25
％
に
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
計
画
目

標
年
度
（
平
成
35
年
度
）
ま
で
に
25
％
以
上

に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い
ま

す
。

「その他プラスチック」の中には、
洗えていないものや、異物が混ざっ
ていたり…

●
最
終
処
分
量
を
２
８
０
ト
ン
／
年
以
下
に

　

国
の
基
本
方
針
で
は
、
最
終
処
分
量
を
平

成
27
年
度
ま
で
に
平
成
19
年
度
比
で
約
22
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
全
町

の
廃
棄
物
を
高
梁
地
域
事
務
組
合
に
持
ち
込

む
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
中
間
処
理
や
最
終

処
分
を
す
る
ご
み
の
量
が
増
加
し
た
こ
と
か

ら
、
最
終
処
分
量

を
計
画
目
標
年
度

（
平
成
35
年
度
）

ま
で
に
平
成
19�

年
度
比
で
22
％
以

上
削
減
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
設

定
し
ま
し
た
。

一般廃棄物最終処分場
（写真提供：高梁地域事務組合）

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
家
庭
で
で
き
る
ご
み

の
削
減
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

0
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3500

H24 H25 H30 H35

集団回収品

事業系ごみ

家庭系ごみ

施策を実施
しない場合
の排出量

単位：トン

単位：年度

予測される目標達成時のごみ排出量の推移

分別したと思っていても、まだまだ
リサイクル可能なものが…
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吉
備
中
央
町
結
婚
推
進
協
議
会
設
立

　

５
月
10
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
合
併
10
周

年
記
念
事
業
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
住
民
公
開
講
座
（
主

催
＝
町
・
町
愛
育
委
員
会
・
町
栄
養
改
善
協
議
会
）」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
地
域
の
方
々
の
健
康
づ
く
り
、
健
康
寿
命

の
延
伸
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
町
内
の
愛
育
委

員
、
栄
養
委
員
な
ど
約
１
８
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、岡
山
大
学
大
学
院
教
授
の
前ま

え

島し
ま

洋よ
う

平へ
い

先
生
が「
減

塩
で
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
～
高
血
圧
・
慢
性
腎
臓
病
か
ら

身
を
守
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
高
血
圧
が
体
に
及
ぼ
す

影
響
や
、
家
庭
で
の
正
し
い
血
圧
の
測
定
方
法
、
腎
臓
の
働

き
や
減
塩
の
コ
ツ
な
ど
を
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
受
講
者
は
、
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
13
日
、
吉
備
中
央
町
結
婚
推
進
協
議
会
の
設
立
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、少
子
高
齢
化
の
進
行
を
抑
制
す
る
た
め
、

次
世
代
を
担
う
若
者
の
結
婚
を
推
進
し
、
地
域
へ
定
住
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
山
本
町
長
を

は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
あ
る
結
び
の
会
、
農
業
者

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
岡
山
の
中
心
で
農
を
叫
ぶ
会
、
町
商
工
会

な
ど
の
代
表
者
９
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
の
冒
頭
で
は
、
山
本
町
長
が
「
今
後
家
庭
を
築
い
て
も

ら
う
こ
と
は
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
一
つ
の
手
段
で

あ
り
、協
議
会
の
意
義
は
大
き
い
」と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
協
議
会
規
約
の
承
認
や
役
員
の
選
出
、
平
成

26
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
は
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
４

月
１
日
付
で
委
嘱
し
た
結
婚
推
進
委
員
の
研
修
会
、
情
報
交

換
会
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
18
日
、賀
陽
庁
舎
で
、下
加
茂
の
旧
ス
ト
ッ
ク
フ
ァ
ー

ム
跡
地
利
用
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し�

た
。

　

こ
れ
は
、
外
食
チ
ェ
ー
ン
の
風
来
坊
グ
ル
ー
プ
（
倉
敷
市

新
田
）
が
農
業
公
園
等
を
整
備
す
る
た
め
、
牧
草
地
や
施
設

の
跡
地
３
区
画
２
・
６
㌶
を
町
が
同
グ
ル
ー
プ
へ
有
償
で
貸

し
付
け
る
も
の
で
す
。

　

計
画
で
は
、
庭
園
ゾ
ー
ン
と
し
て
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
１
・

２
㌶
整
備
。
ま
た
、牛
舎
跡
を
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
改
修
し
、

農
産
物
直
売
所
や
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
を
設
け
、

残
り
の
区
画
で
野
菜
や
果
樹
を
栽
培
し
、
自
社
の
食
材
な
ど

を
直
売
所
で
販
売
す
る
予
定
で
す
。

　

総
事
業
費
は
約
２
億
円
の
見
込
み
で
「
天
空
の
王
国
」
と

名
付
け
ら
れ
、
平
成
27
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 旧

ス
ト
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
跡
地

�

利
用
協
定
書
調
印
式

健
康
づ
く
り
の
た
め
の

�

住
民
公
開
講
座

家庭でできるごみの削減への取り組み
　限りある資源を大切にするために、ごみの減量・リサイクルを行うことが大切です。ここでは、家庭や日常の
さまざまな場面で無理なく簡単にできるごみの減量についての取り組みを紹介します。

Reduce（リデュース）ごみの発生抑制
買い物するときの工夫

●マイバックでの買い物を行い
　ましょう。
●シャンプーなどは詰め替え用の
　物を選ぶようにしましょう。
●�過剰包装などはできるだけ断り�
ましょう。

●�事前にメモなどをして、不必要な物は�
なるべく買わないようにしましょう。

台所・食卓での工夫
●�材料を無駄なく使って、調理することを心がけま
しょう。

　たとえば…野菜などはきれいに洗い、皮ごと調理　
　　　　　　するなど。
●食べ残しをしないようにしましょう。
●�職場などでは、マイコップを使用し、紙コップなど
　　　　　�の使い捨て容器は使用しないようにしま

しょう。

Recycle（リサイクル）
再生利用の工夫

Reuse（リユース）
再使用の工夫

●地域で行われている廃品回収など
　へ協力をお願いします。
●ごみの分別収集に努めましょう。
●リサイクルされた商品を積極的に使用しましょう。
　たとえば…環境にやさしい商品を使用する。
　　（エコマークやグリーン
　　マークの入ったもの）
●�生ごみ処理容器を使い、生ごみの堆肥化などを行い
ましょう。

　　　　　　　●ビールビン、牛乳ビン、酒ビンなど
　　　　　　　　は、繰り返し使うことができる容器
　　　　　　　　�（リターナブル容器）を選ぶように

しましょう。
●�処分する前に、欲しい人がいれば譲るなど、再使用
に努めましょう。

●�不要になったものを別のものに作り変えて（リ
フォーム）使用しましょう。

●裏紙をメモ用紙などに使用しましょう。

ごみの減量に関して、町ではこのような補助を行っています。ぜひご活用ください。

ごみ減量化協力団体報奨金 生ごみ処理容器（機器）設置事業補助金
　自主的に資源回収を実施する PTA、子供会、町内
会等の地域で構成する団体又は営利を目的としない団
体に対して報奨金を交付します。
　町が指定する再生資源回収業者が買い上げた対象品
目１㎏について３円交付します。
　※�報奨金の交付を受ける場合は、あらかじめ、ごみ
減量化協力団体登録申請書の提出が必要です。

　家庭等から出される生ごみの減量・資源化を促進す
るため、生ごみ処理容器（機器）を設置する方に対し、
購入費の一部を補助しています。

種　別 基　数 補助額

電気式生ごみ処理機 １世帯
１基まで

1/2以内
30,000円まで

コンポスト容器
密封発酵容器

１世帯
２基まで

1/2以内
10,000円まで

報奨金、補助金等詳細については住民課　生活環境班までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】　住民課　生活環境班　☎０８６６－５４－１３１６

ごみの分別はエコへの第一歩！
環境にやさしい生活を始めましょう！！
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御
北
人
生
大
学

�

「
生
き
活
き
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」

豊
野
公
民
館�

第
24
回
草そ

う
木ぼ

く
展て

ん

第
61
回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大
会

上
竹
荘
保
育
園
防
災
体
験

ド
イ
ツ
の
青
少
年
指
導
者
交
流
会

　

４
月
27
日
、
御
北
小
学
校

体
育
館
で
吉
備
中
央
町
合
併

10
周
年
記
念
、
御
北
人
生
大

学
「
生
き
活
き
ふ
れ
あ
い
の

集
い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
き

活
き
暮
ら
す
た
め
、
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
楽
し
さ
、
生
き

が
い
を
見
つ
け
健
康
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
地
域
の
人
生
大
学
講
座
生
な
ど
約
１
５
０
名

が
参
加
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
こ
ど
も
和
太
鼓
、
手
話
を

交
え
た
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
で
は
地
元
ク
ラ
ブ
に
よ
る
水
彩
画
、
絵
手

紙
や
押
し
花
な
ど
１
０
０
点
あ
ま
り
の
展
示
も
行
わ
れ
、
参

加
者
は
展
示
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

４
月
26
日
か
ら
27
日
の
２
日
間
、
豊
野
公
民
館
で
第
24

回
草そ

う

木ぼ
く

展て
ん

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
草
木
展
は
、
豊
野
公
民
館
生
涯
学
習
特
別
活
動
の
中

で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
会
期
中
は
山
野
草
ク
ラ
ブ
会
員

12
名
が
、
丹
精
込
め
て
育
て
た
多
く
の
作
品
が
会
場
い
っ
ぱ

い
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
タ
イ
リ
ン
ト
キ
ソ
ウ
」
や
「
エ
ビ
ネ
」「
チ
ョ
ウ
ジ
ザ
ク

ラ
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
山
野
草
が
、
鉢
植
え
、
寄
せ
植
え

に
し
て
展
示
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
、
岡
山
県
消
防
学
校
（
岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
）

で
、
第
61
回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
が
開
催
さ
れ
、
御

北
分
団
が
、
町
の
代
表
と
し
て
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
へ
出
場

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
県
下
の
地
区
大
会
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
15
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

御
北
分
団
は
、
３
月
９
日
に
行
わ
れ
た
吉
備
中
央
町
消
防

団
操
法
訓
練
大
会
で
優
勝
さ
れ
、
そ
の
後
約
２
カ
月
に
わ
た

り
訓
練
を
重
ね
県
大
会

に
臨
み
ま
し
た
。
惜
し

く
も
入
賞
は
逃
し
ま
し

た
が
、
代
表
と
し
て

堂
々
と
し
た
操
法
を
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
出
場
さ
れ
た
選
手

の
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

　

５
月
22
日
、
長
田
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
、
平
成
26
年
度
吉
備
中

央
町
地
域
づ
く
り
団
体
連
絡
協
議

会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
活
性
化
や
町

づ
く
り
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
団

体
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
の
協

議
会
で
、
現
在
25
団
体
が
加
入
し

て
い
ま
す
。

　

総
会
に
は
、
加
盟
団
体
の
代
表
者
等
32
名
が
参
加
。
本
協

議
会
の
初
代
会
長
で
町
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
た
長
丸
村
づ

く
り
推
進
協
議
会
代
表
の
鶴つ

る

旨む
ね

亀き

一い
ち

さ
ん
（
高
谷
）
へ
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
25
年
度
の
事
業
実
績
、
決
算
報
告
お
よ
び

平
成
26
年
度
予
算
（
案
）、
事
業
計
画
が
審
議
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
瀧た

き

川か
わ

信し
ん

一い
ち

さ

ん
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
「
お
ふ
く
の
方
さ
ま
顕

彰
活
動
と
ぶ
っ
ぽ
う
そ
う
保
護
活
動
」
に
つ
い
て
中な

か

山や
ま

良り
ょ
う

二じ

さ
ん
（
下
土
井
）
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
15
日
、
吉
備
高
原
学
園
高

等
学
校
で
ド
イ
ツ
の
青
少
年
指
導

者
と
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立

吉
備
青
少
年
自
然
の
家
が
、
文
部

科
学
省
か
ら
委
託
を
受
け
て
行
っ

て
い
る
事
業
で
、
日
独
両
国
間
の

理
解
と
親
善
を
深
め
青
少
年
交
流
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ド
イ
ツ
の
青
少
年
指
導
者
訪
問
団
と
学
校
、
国
内
関
係
者

の
24
名
が
参
加
し
た
交
流
会
で
は
、
学
校
概
要
の
説
明
や
、

同
校
ク
ラ
フ
ト
や
陶
芸
コ
ー
ス
な
ど
の
施
設
見
学
、
指
導
者

相
互
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
校
陶
芸
コ
ー
ス
の
生
徒
が
作
成
し
た
ビ
ー
ル

ジ
ョ
ッ
キ
が
訪
問
団
の
方
々
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
さ
れ
た
、
ベ
ル
リ
ン
日
独
セ
ン
タ
ー
の
三み

浦う
ら

な
う
か
さ
ん
は
「
教
科
を
た
だ
勉
強
す
る
だ
け
で
な
く
、
各

コ
ー
ス
で
生
徒
の
ス
キ
ル
を
延
ば
し
て
い
る
こ
と
、
大
自
然

の
中
で
の
環
境
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
」
と
感
想

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

吉
備
中
央
町

�

地
域
づ
く
り
団
体
連
絡
協
議
会
総
会
　

5
月
17
日
、
上
竹
荘
保

育
園
で
防
災
体
験
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
幼
児
期
の
防

災
教
育
を
通
し
て
「
子
ど

も
た
ち
が
自
分
の
い
の
ち

を
守
る
力
」
と
「
い
の
ち

を
慈
し
む
力
」
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
子
ど
も
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
か
や
ま
に
参
画
し

て
い
る
一
般
社
団
法
人
チ
カ
ク
を
講
師
に
招
き
、
同
園
児
童

及
び
保
護
者
61
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
、
紙
芝
居
や
絵
本
な
ど
を
使
っ
て
、
防
災
意
識

に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
だ
後
、
床
に
並
べ
ら
れ
た
卵
の
殻
の

上
を
歩
く
こ
と
で
、
災
害
時
に
は
、
足
元
に
も
危
険
が
あ
る

こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、ジ
ャ
ッ
キ
を
使
っ
た
救
出
体
験
や
、シ
ー
ツ
を
使
っ

た
包
帯
づ
く
り
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

通
し
て
防
災
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

氏　名 階　級 担　当

指揮者 班　長 山
やま
本
もと
　竜

たつ
也
や

１番員 団　員 髙
たか
見
み
章
しょう
一
いち
郎
ろう

２番員 団　員 藤
ふじ
田
た
　和

かず
也
なり

３番員 団　員 山
やま
本
もと
　英

えい
治
じ

４番員 団　員 土
ど
居
い
　充

みち
明
あき

補助員 副部長 笹
ささ
井
い
　光

みつ
治
はる
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

７
月
の
行
政
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を

次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成26年７月24日（木）
午前９時～正午

会場 吉川公民館 ハートオブ
おかやま会館

相談
内容

行政相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
26
年
７
月
１
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
26
年
７
月
15
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
26
年
７
月
３
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
困
っ
た
ら

　
ご
活
用
く
だ
さ
い

保
険
料
免
除
制
度

�

・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

『
緑
の
募
金
緑
化
事
業
』に

�

よ
る
苗
木
の
申
請
に
つ
い
て

太
陽
光
発
電
施
設
に
係
る

�

土
地
の
評
価
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は
、
１
月
１
日

と
さ
れ
て
お
り
、
土
地
評
価
の
基
本
と
な
る

地
目
の
認
定
も
賦
課
期
日
で
あ
る
１
月
１
日

現
在
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

土
地
地
目
認
定
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産

評
価
基
準
に
お
い
て
、
登
記
簿
上
の
地
目
に

か
か
わ
り
な
く
、
現
況
の
地
目
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
太
陽
光
発
電
施
設
を
設

置
す
る
土
地
に
つ
い
て
の
固
定
資
産
税
の
評

価
は
、
利
用
状
況
か
ら
判
断
し
、
整
地
・
造

成
等
行
っ
た
場
合
に
は
、
雑
種
地
（
宅
地
比

準
）
で
の
評
価
額
と
認
定
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
農
地
や
山
林
な
ど
を
太
陽
光

発
電
設
備
用
地
と
し
て
利
用
し
た
場
合
、
評

価
額
及
び
税
額
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
次
に
該
当
す
る
太
陽
光
発
電
施

設
を
設
置
し
た
と
き
は
、
固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
と
な
り
、
償
却
資
産
（
固
定
資
産
）

と
し
て
町
へ
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①�

個
人
の
方
は
10�

kw
以
上
の
施
設
で
全
量
売

電
の
場
合

②�

法
人
及
び
個
人
（
事
業
用
）
の
方
は
、
発

電
量
や
売
買
方
法
に
か
か
わ
ら
ず
す
べ
て

の
場
合

※�

償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
広
報
き
び
ち
ゅ

●�

経
済
セ
ン
サ
ス

－

基
礎
調
査
は
、
我
が
国

の
事
業
所
・
企
業
の
基
本
的
構
造
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
種
統
計
調
査
の

母
集
団
情
報
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

●�

商
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
商
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
、
商
業
に
関
す
る
施
策

の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

●�

調
査
票
は
平
成
26
年
６
月
末
日
ま
で
に
お

届
け
し
ま
す
。

　

７
月
１
日
以
降
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆�

調
査
の
意
義�

・
重
要
性
を

ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
回

答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

�

総
務
省
・
経
済
産
業
省
・

�

岡
山
県
・
吉
備
中
央
町　

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

平
成
二
十
六
年

　
経
済
セ
ン
サ
ス

－

基
礎
調
査

　
商
業
統
計
調
査

　
　
　
を
一
体
的
に
実
施
し
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と

な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

（
30
歳
未
満
）納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保
険
料

が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
が
困

難
な
場
合
に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
免
除
申
請
受
付
開
始
日
】

　

平
成
26
年
７
月
１
日
㈫

【
免
除
申
請
期
間
】

　

平
成
26
年
７
月
～
平
成
27
年
６
月
分

　

な
お
、
７
月
中
に
申
請
す
る
場
合
は
、
平

成
25
年
７
月
～
平
成
26
年
６
月
分
ま
で
の
期

間
（
前
一
年
間
分
）
に
つ
い
て
も
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

前
一
年
間
分
の
免
除
申
請
を
併
せ
て
行
う

場
合
は
、
申
請
書
を
２
枚
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
実
施
し
ま

し
た
「
緑
の
募
金
」
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
末
現
在
７
５
１
，４
１
０
円
の
募
金

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
森
林
の
整
備
・
緑
化
の
推

進
に
も
役
立
て
ら
れ
る
ほ
か
、
吉
備
中
央
町

へ
配
分
さ
れ
地
域
の
緑
化
活
動
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
で
公
民
館
・
ご
み
収
集
場

所
・
道
沿
い
等
の
環
境
美
化
や
整
備
な
ど
を

行
わ
れ
る
場
合
、
サ
ク
ラ
や
ツ
ツ
ジ
な
ど
の

苗
木
（
一
部
花
の
苗
を
含
み
ま
す
）
を
配
布

し
ま
す
。

　

苗
木
を
希
望

さ
れ
る
団
体
等

が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
７
月
15

日
㈫
ま
で
に
農

林
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
必
ず

し
も
希
望
本
数

ど
お
り
配
布
で

き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
農
林
課　

林
業
振
興
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
８

緑の募金キャラクター
どんぐりくん＆どんぐりちゃん

消防団員募集 ～あなたもはじめませんか、消防団活動～
　町では、消防団員を募集しています。
　消防団は、本業を持ちながら「自分たちのまちは自分たちで守る」という精神に基づき、地域
防災の要として火災や水害などから人命と財産を守る活動をしています。消防団員の年齢層は幅
広く、会社員、自営業者など、さまざまな人が参加しています。
　消防団の一員として地域を愛し、地域に貢献してみたいとお考えの方、入団をお待ちしています。

　①入団資格　　�年齢が18歳以上で、吉備中央町に居住又は勤務
する方。

　　　　　　　　�健康明朗で防災やボランティア活動に興味のあ
る方。

　②募集期間　　平成26年６月20日㈮～９月１日㈪まで
　　　　　　　　※入団は平成26年10月１日になります。
　③活動内容　　水・火災・その他災害出動
　　　　　　　　消防団、消防署が行う主要行事、訓練への参加
　　　　　　　　地域で行う消火・防災・救命訓練などでの啓発、指導
　　　　　　　　火災予防、地域防災に関する広報、指導など
　　　　　　　　女性団員は､ 消火活動はありません。

【お問い合わせ先】　総務課　行政班　☎０８６６－５４－１３１３

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

う
お
う
２
月
号
に
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
税
務
課　

課
税
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
５



■役場からのお知らせ ■役場からのお知らせ
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７
月
は「
社
会
を
明
る
く

�

す
る
運
動
」強
調
月
間
で
す

�
～
わ
た
し
た
ち
の
町
だ
か
ら

�
み
ん
な
で
築
こ
う
明
る
い
社
会
～

　
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
社

会
」
の
実
現
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
人
々
の
願

い
で
す
。

　

法
務
省
主
唱
に
よ
り
、
毎
年
７
月
を
強
調

月
間
と
し
て
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
て
い
る

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
本
年
で
64

回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

本
年
は
、
①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う
。
②
犯
罪
や
非
行

に
陥
ら
な
い
よ
う
地
域
社
会
で
支
え
よ
う
。

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域
社
会
の
理

解
と
協
力
の
輪
を
広
げ
よ
う
。
を
行
動
目
標

に
、
ま
た
、
重
点
事
項
を
「
立
ち
直
り
を
支

え
る
取
組
に
つ
い
て
の
協
力
の
拡
大
」「
就

労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く
り
に
つ
な
が

る
取
組
の
推
進
」
と
し
て
、
全
国
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
本
町
で

も
、
本
運
動
の
実
践
の
た
め
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

吉　

備　

中　

央　

町

�

吉
備
中
央
町
保
護
司
会

FAX

　吉備中央町では、新成人の門出を祝う成人式を次のとおり行います。
　対象は、平成６年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた町
内に住民登録されている方、ならびに吉備中央町の出身で町外に転出
されている方です。
　当日は、式典のあと記念行事を行います。記念行事は、新成人の心
に残るものになるよう、代表で組織された実行委員会が企画・運営し
ます。
　お誘い合わせのうえ多数のご参加をお待ちしています。

　吉備中央町では、平成27年１月11日に開催する成人式（記念行事）を企画・運営していただく実行委員を募集します。
募集内容は、下記のとおりです。
　一度しかない人生。一度しかない20歳の記念の式。その自分たちの成人式を自分たちの手で創り上げてみません
か？きっと生涯の思い出になります！

【対　　象】新成人（平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれ）の方
【内　　容】・数回開催予定の実行委員会に参加
　　　　　　・交歓会の企画、立案
　　　　　　・誓いの言葉朗読（新成人）
　　　　　　・その他
【募集人数】10名程度（町内旧中学校区から各２名程度）
【募集期限】平成26年７月31日（木）
【お問い合わせ先・お申し込み先】
　　　　　　　〒716－1241　吉備中央町吉川４８６０－６
　　　　　　　吉備中央町教育委員会　生涯学習班
　　　　　　　☎０８６６－５６－９１９１
　　　　　　　　０８６６－５６－９３９３

開催日時　平成27年１月11日（日）　午前10時～午後１時30分
開催場所　吉備中央町吉川４８６０－６　きびプラザ３階大ホール
参加申込　�町内に住民登録している方には11月中に案内状を送付しますので、同封のはがきで出欠

をお知らせください。
　　　　　�また、現在、町外に住民登録されている方で参加を希望される場合は、町教育委員会事務

局へご連絡ください。

成人式実行委員募集のお知らせ

　吉備中央町「成人式」の開催についてお知らせ

【後期高齢者医療】
被保険者証および限度額適用・標準負担額減額認定証の更新について
７月下旬に新しい被保険者証を送付いたします。

平成26年度から保険料率が変更になります。

現在お持ちの被保険者証及び限度額適用・標準負担額減額認定証の有効期限は平成26年７月31日㈭です。

　保険証の更新
　後期高齢者医療被保険者証（被保険者証）は毎年８月で更新されます
ので、７月下旬に新しい被保険者証を送付いたします。８月以降に医療
機関などで受診される際には、必ず新しい被保険者証を窓口に提示して
ください。

　一部負担金の割合の見直し
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合は、所得区分に応じて
決まります。所得区分は前年の所得により毎年判定し見直しをするため、
新しい被保険者証では、割合が変更されている場合があります。
　【一部負担金の割合】

　減額認定証の更新
　所得区分が低所得者ⅡまたはⅠの被保険者の人が入院される際に、申
請により交付される後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証
（減額認定証）を、医療機関などに提示することで、窓口で支払う入院
代は自己負担限度額までとなり、１食あたりの食事代も減額されます。
　現在、減額認定証をお持ちで、８月以降も所得区分が低所得者Ⅱまた
はⅠとなる場合には、新しい減額認定証を保険証に同封し、７月下旬に
送付いたします。
　ただし、世帯内に所得の未申告者がいる場合や、長期入院をされた人
については申告または申請が必要となります。

現 役 並 み 所 得 者 … ３ 割
一般・低所得者Ⅱ・低所得者Ⅰ … １ 割

＊
新
し
い
被
保
険
者
証
は
紫
色
で
す
。

　平成26年度から後期高齢者医療保険の保険料率が変更になります。保険料率は、２年ごとに見直すもので
原則県内均一となります。
　また、保険料は被保険者全員が負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の
合計となります。
○岡山県後期高齢者医療広域連合の保険料率（平成26年度・27年度）年額

一人当たりの保険料
（限度額57万円） ＝

均等割額
＋

所得割額

46,300 円 （所得－33万円）×9.15％（所得割率）

※一人当たりの保険料は、100円未満切り捨てとなります。
※所得とは、雑（年金）所得、事業所得、給与所得、譲渡所得などの合計額です。（遺族・障害年金等は除く。）
※平成26年度以降の保険料の賦課限度額が57万円になります。

  【お問い合わせ先】　 保健課  医療保険班　 　　　　☎ 0866-54-1326�
岡山県後期高齢者医療広域連合　☎ 086-245-0090

＊
減
額
認
定
証
の
色（
ピ
ン
ク
色
）は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
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臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金について
　消費税法の改正により、平成26年４月から消費税率が８％へ引き上げられました。これに伴い、
所得の低い人や子育て世帯への負担の影響を緩和するために、暫定的・臨時的な給付措置として「臨
時福祉給付金」及び「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します。
　※給付にあたっての注意事項�� �
　　・受け取ることができるのはどちらか１つの給付金です。
　　・どちらの給付金とも１回限りの支給です。
　　・『臨時給付金等』を装った振り込め詐欺や個人情報の詐取にご注意ください。

臨 時 福 祉 給 付 金
【支給対象者】
　�基準日（平成26年１月１日）に吉備中央町の住民基本台帳に登録されており、平成26年度の町民
税（均等割）が課税されていない人
　※�ただし町民税（均等割）が課税されている方に扶養されている方（扶養親族等）や生活保護の受

給者は対象外です。
【支給額】
　支給対象者1人につき10,000円。
　※�老齢基礎年金や児童扶養手当の受給者などには、5,000円の加算措置があります（加算額は1人

につき5,000円が上限です）。
【申請方法】
　�７月下旬～８月上旬ごろ対象者と思われる方に申請書を郵送しますので、添付書類を添えて期限ま
でに福祉課・各支所・出張所へ持参または郵送により提出してください。

【お問い合わせ先】　福祉課　社会福祉班　　☎0866-54-1317

子 育 て 世 帯 臨 時 特 例 給 付 金
【支給対象者】
　基準日（平成26年１月１日）において以下の要件をすべて満たす方に支給します。
　①平成26年１月分の児童手当（特例給付を含む）受給者
　②平成25年の所得が児童手当の所得制限額に満たない方
　※臨時福祉給付金の対象者、生活保護の受給者は対象外です。
【支給対象児童】
　支給対象者の平成26年1月分の児童手当（特例給付を含む）の対象となる児童
　※基準日より後に生まれた児童や基準日以降に亡くなられた児童は対象外です。
【支給額】
　対象児童1人につき10,000円。
【申請方法】
　�７月下旬～８月上旬ごろ対象者と思われる方に申請書を郵送しますので、期限までに保健課・各支
所・出張所へ持参または郵送により提出してください。

【お問い合わせ先】　保健課　子育て支援班　☎0866-54-1326

平成26年度

吉備中央町スポーツフェスティバル
■主　催　吉備中央町体育協会
■日　時　平成26年７月６日（日）
■場　所　かもがわ総合スポーツ公園
■種　目　・ソフトバレーボール（一般の部、熟年の部、小学生の部）
　　　　　・グラウンド・ゴルフ
　　　　　・ソフトテニス
　　　　　・軟式野球　
　募集要項及び申込書は、教育委員会、賀陽庁舎、加茂川庁舎、各支所・
出張所、かもがわ総合スポーツ公園、各公民館にあります。
　なお、本大会専用の申込用紙となっていますので、他の大会とお間違
えのないようにお願いいたします。
　参加をご希望の方は、６月27日㈮までに申込書を下記のお問い合わ
せ、お申し込み先へ提出してください。
【お問い合わせ・お申し込み先】
　　〒716－1241　吉備中央町吉川4860-6
　　吉備中央町体育協会事務局（吉備中央町教育委員会事務局内）
　　　☎０８６６－５６－９１９１　　０８６６－５６－９３９３

参加者募集中！！

「粗食のすすめ」幕内秀夫氏食育講演会
～ ご は ん の 力 が 子 ど も を 救 う ～

　誰もが今日から始められる、シンプルで具体的な食生活実践法からは、あふれる食情報に振り回されない「食
の原点」が見えてきます。ぜひご参加ください。

●日　時　平成26年７月６日（日）
　　　　　午後１時開場　午後２時開演
●会　場　ロマン高原かよう総合会館（豊野１－２）
●入　場　無料　（要電話予約）
●共　催　�ロマン高原かよう総合会館・吉備中央町教育委員会・�

吉備中央町 PTA連合会
●後　援　�吉備中央町栄養改善協議会
　　　　　吉備中央町地産地消推進協議会

◦�吉備中央町の郷土料理「くさぎなかけめし」無料試食コーナーもあります。
　�くさぎは乾燥保存できるため、年中食べられる吉備高原の昔ながらの味
です。当日は、「くさぎなかけめし」のレシピもご用意しています。
◦�託児室も準備しています。ご利用を希望される方は、事前に電話予約を
お願いします。※小学生未満（０歳児を除く）に限らせていただきます。

【お問い合わせ先】　ロマン高原かよう総合会館　☎０８６６－５４－１３０１

◆幕内秀夫プロフィール◆

　1953年茨城県生まれ。東京農業
大学栄養学科卒業。管理栄養士。
　専門学校で栄養教育に携わるが、
欧米模倣の教育に疑問をもち退職。
以後、伝統食と健康に関わる研究を
行う。
　現在、フーズ＆ヘルス研究所代表。
学校給食と子どもの健康を考える会
代表。保育園、幼稚園の給食改善の
アドバイスなどを行う。
　主な著書に『粗食のすすめ』（東
洋経済新報社）、など多数。

FAX
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津
賀
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

御
北
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
５

－

０
５
５
０

◎�

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

�

～
夏
に
最
適
・
こ
け
玉
ふ
う
り
ん
～

　

■
日　

時
／
７
月
26
日
㈯

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　

■
場　

所
／
津
賀
公
民
館

　

■
材
料
代
／
１
，０
０
０
円

　

■
持
参
品
／
は
さ
み
、
手
ふ
き

　

■
申
込
締
切
／
７
月
16
日
㈬

◎�

天
然
酵
母
パ
ン
＆
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
教
室

　
（
第
１
回
）

　

卵
と
牛
乳
を
使
わ
な
い
ア
レ
ル
ギ
ー
の
な

い
パ
ン
づ
く
り
…
ご
家
庭
の
フ
ラ
イ
パ
ン
で

も
簡
単
に
焼
け
ま
す
！

　

■
日
に
ち　

場
所

　

○
６
月
26
日
㈭　
長
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

○
７
月
24
日
㈭　

豊
岡
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

　

○
８
月
28
日
㈭　
新
山
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー

　

■
時　

間
／
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　

■
持
参
品
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き

　

■
受
講
料
／
５
０
０
円

　

■
申
込
締
切
／�

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

　

■
定　

員
／
15
名

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》�

黒
瀬
　
嘉
子
選
（
投
句
者
200
名
）

「
佳
作
」

　
　
　

心
は
ね
こ
わ
れ
や
す
い
あ
め
細
工�

仁
澤
昴
太
郎

　
　
　

あ
き
ら
め
な
い
心
を
持
っ
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が
ん
ば
ろ
う�

小
川　

高
輝

　
　
　

絶
対
に
や
り
抜
く
と
い
う
心
意
気�

小
谷　

晃
司

　
　
　

心
の
窓
開
け
て
み
ん
な
と
話
そ
う
よ�

山
本　

朱
音

　
　
　

笑
顔
は
ね
心
を
つ
な
ぐ
か
け
は
し
だ�

上
田　
　

愛

「
三
光
」

　

人　
家
族
と
は
心
あ
っ
た
ま
る
場
所
の
こ
と�

小
室　

真
成

　

地　
笑
う
こ
と
そ
れ
は
心
の
栄
養
素�

井
上　

開
雄

　

天　
あ
い
さ
つ
は
心
を
つ
な
ぐ
宝
物�

文
谷
あ
さ
ひ

《
一
般
の
部
》�

生
駒
　
聖
天
選
（
投
句
者
25
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　

巣
立
っ
た
子
安
否
気
遣
う
親
心�

大
月　

義
之

　
　
　

酌
み
交
わ
す
酒
で
心
が
和
む
夜�

早
原
登
美
子

　
　
　

と
き
め
き
が
老
い
の
心
に
春
を
呼
ぶ�

浅
田　

君
子

　
　
　

ふ
る
さ
と
は
心
や
す
ら
ぐ
別
天
地�

小
林
千
恵
子

　
　
　

心
づ
く
し
の
総
菜
が
来
る
垣
根
ご
し�

河
田　

和
枝

「
三
光
」

　

人　
苦
難
に
も
心
一
つ
で
明
日
が
見
え�

田
中　

敦
子

　

地　
図
書
館
で
こ
こ
ろ
に
水
を
含
ま
せ
る�

黒
瀬　

嘉
子

　

天　
心
機
一
転
誓
う
そ
の
瞳
を
信
じ
よ
う�

宮
脇　

和
恵

＊７月の課題は「水」、８月の課題は「汗」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

古
里
の
軒
端
に
立
て
ば
鶯
の
肩
を
か
す
め
て
鳴
き
な
き
去
り
ぬ�

土
居　

於
栄

冬
も
ま
た
時
の
流
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に
逆
ら
え
ず
春
風
を
背
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去
り
て
ゆ
く
な
り�

小
谷　

仁
美

緑
陰
の
影
濃
ゆ
く
し
て
夏
を
知
り
峰
よ
り
は
聞
く
春
蟬
の
声�

土
居　

照
代

「
今
日
退
院
」と
メ
ー
ル
に
届
く
は
午
前
五
時
姉
の
ひ
と
日
の
さ
ぞ
長
か
ら
む�

難
波　

良
子

年
重
ね
晝
の
一
人
居
又
楽
し
花
も
野
菜
も
鳥
も
友
な
ら�
山
本　

豊
子

野
の
み
ど
り
山
の
み
ど
り
の
濃
淡
に
農
夫
の
姿
添
え
て
そ
よ
風�
中
山　

文
恵

花
冷
の
小
雨
の
中
を
厚
着
し
て
桜
ま
つ
り
の
猪し

し

汁
は
う
ま
し�

国
只
由
紀
子

秋
雨
に
煙
る
円
城
菊
香
り
文
化
の
祭
り
明
る
く
輝
く�

黒
瀬
（
投
稿
歌
）

放
送
川
柳
　
平
成
26
年
５
月
秀
句　

題
「
心
」（
津
賀
公
民
館
）

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）　

公
民
館

　

コ
ー
ナ
ー

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　
「
こ
の
夏
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
６
０�

０
０
万
が
新
た
に
登
場
し
ま
す
。」

○
１
等　

６
，０
０
０
万
円
×
90
本

　
（�

発
売
総
額
２
７
０
億
円
・
９
ユ
ニ
ッ
ト

の
場
合
）

　
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
（
１
等
・
前

後
賞
合
わ
せ
て
６
億
円
）
と
同
時
発
売
。」

○
１
等　

４
億
円
×
26
本

　
（�

発
売
総
額
７
８
０
億
円
・
26
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

○
前
後
賞
各　

１
億
円
×
52
本

　
（�

発
売
総
額
７
８
０
億
円
・
26
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

発
売
期
間
は
平
成
26
年
７
月
４
日
㈮
か
ら

7
月
25
日
㈮
ま
で

　

抽
せ
ん
日
は
平
成
26
年
８
月
５
日
㈫

　

支
払
開
始
日
は
平
成
26
年
８
月
11
日
㈪

お
知
ら
せ

相　

談

税
務
職
員
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
採
用
試
験
の
募
集
要
項
は
次
の
と
お

り
で
す
。
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
し

て
、
ぜ
ひ
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
験
資
格
】

１
．�

平
成
26
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し

て
い
な
い
者
（
平
成
23
年
４
月
１
日
以

降
に
卒
業
し
た
者
が
該
当
す
る
）
及
び

平
成
27
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込
の
者

２
．�

人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
と

認
め
る
者

【
試
験
の
程
度
】

　

○
高
等
学
校
卒
業
程
度

【
受
験
申
込
方
法
】

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.htm
l

○
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込
み

　

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
で
き
な
い

場
合
は
、
第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人

事
院
地
方
事
務
局
に
郵
送
ま
た
は
持
参
に

よ
る
申
込
書
を
提
出

※�

採
用
を
希
望
す
る
地
域
の
試
験
を
全
国
の

ど
こ
の
試
験
地
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

【
受
験
申
込
受
付
期
間
】

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　

平
成
26
年
６
月
23
日
㈪
午
前
９
時

　
　
　
　

～
7
月
２
日
㈬

※�

７
月
２
日
㈬
ま
で
に
申
込
デ
ー
タ
を
受
信

完
了
し
た
も
の
に
限
り
受
付

○
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込
み

　

平
成
26
年
６
月
23
日
㈪
～
６
月
26
日
㈭

※
６
月
26
日
㈭
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効

【
第
１
次
試
験
】

○
試
験
日　

平
成
26
年
９
月
７
日
㈰

○�

試
験
地　

人
事
院
中
国
事
務
局
が
管
轄
す

る
試
験
地
は
、
鳥
取
市
、
松
江
市
、
岡
山

市
、
広
島
市
、
山
口
市

○�

試
験
種
目　

基
礎
能
力
試
験
、適
性
試
験
、

作
文
試
験

【
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日
】

○
平
成
26
年
10
月
９
日
㈭

【
第
２
次
試
験
】

○�

試
験
日　

平
成
26
年
10
月
16
日
㈭
か
ら
10

月
24
日
㈮
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

○�

試
験
地　

第
1
次
試
験
合
格
通
知
に
あ
わ

せ
て
通
知

○
試
験
種
目　

人
物
試
験
、
身
体
検
査

【
最
終
合
格
発
表
日
】

　

平
成
26
年
11
月
18
日
㈫

【�

受
験
申
込
書
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
、お
問
い
合
わ
せ
先
】

○
広
島
国
税
局　

総
務
部　

　

人
事
第
二
課　

試
験
研
修
係　

　

〒
７
３
０

－

８
５
２
１

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６

－

30

�

☎
０
８
２

－

２
２
１

－

９
２
１
１

�

（
内
線
３
７
４
３
・
３
６
３
５
）

○
岡
山
西
税
務
署　

総
務
課

　

〒
７
０
０

－

０
０
１
３

　

岡
山
市
北
区
伊
福
町
４

－

５

－

38

�

☎
０
８
６

－

２
５
４

－

３
４
１
１

※�

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
験
申
込
書
、
受
験
案
内
及
び
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
町
税
務
課
及
び
教
育
委
員

会
へ
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

　

国
税
庁　

http://w
w
w
.nta.go.jp

　

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
護
・
収

容
し
た
犬
や
猫
に
新
し
い
飼
い
主
を
見
つ
け

る
た
め
、
犬
・
猫
の
譲
渡
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

新
た
に
犬
や
猫
を
飼
育
し
よ
う
と
お
考
え

の
方
は
、ぜ
ひ
譲
渡
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
譲
渡
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
事

前
に
飼
育
に
関
す
る
法
令
・
基
本
的
な
飼
育

法
・
譲
渡
条
件
な
ど
に
つ
い
て
の
講
習
を
受

け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
譲

渡
講
習
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
犬（
猫
）の
飼
い
方
講
習
会（
譲
渡
講
習
）

　

毎
月　

第
２
日
曜
日
・
第
４
日
曜
日　

　

午
前
10
時
～
正
午

　

受
付　

午
前
９
時
30
分
～

○
譲
渡
会

　

毎
月　

第
１
日
曜
日
・
第
４
日
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分

　

受
付　

午
後
１
時
～

　

講
習
会
、
譲
渡
会
い
ず
れ
も
お
電
話
で
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
岡
山
県
動
物
愛
護
財
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
公
財
）
岡
山
県
動
物
愛
護
財
団

�

（
火
曜
日
休
み
）

　

〒
７
０
９

－

２
１
０
５

　
　

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
２
７
５
０

�

☎
０
８
６

－

７
２
４

－

３
２
８
８

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

　

http://w
w
9.tiki.ne.jp/~okadouaizai/

　

県
で
は
、
岡
山
市
内
で
開
催
さ
れ
る
「
お

か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
納
涼
花
火
大
会
」
当

日
、
車
い
す
使
用
の
身
体
に
障
害
が
あ
る
方

を
県
庁
舎
へ
招
待
し
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
２
日
㈯

【
場
所
】
県
庁
９
階
大
会
議
室

【�

対
象
】
県
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
車
い
す
を
使
用
さ
れ
て
い
る

方
、
30
人
（
付
き
添
い
は
２
人
ま
で
）

【
申
込
】
所
定
の
応
募
用
紙
・
電
子
申
請
で

【
期
間
】
７
月
11
日
㈮
ま
で

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

県
障
害
福
祉
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
６
２

募　

集

「
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り

�

納
涼
花
火
大
会
」

�

身
体
に
障
害
が
あ
る
方
を
県
庁
へ
ご
招
待

犬
や
猫
の
新
た
な
飼
い
主
募
集
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

7月号

出会いの
号

扉
2014年 ７月の休館日

７日　14日
20日　21日
28日

＜一般書＞　�
　アフリカ難民としてオー
ストラリアに移り住んだ
サリマは、異国の地で子ど
も二人を養い生きていくた
め、学校に通い英語を学び
始める。そこで出会った日
本人女性との交流を通し
て、サリマは自分らしく生
きる道を見つけ出してい
く。2014年本屋大賞候補作
品。
�（ロマン高原かよう図書館）

＜児童書＞　�
　今昔物語集とは、今は昔
…で始まる短い話を集めた
平安時代の説話集。説話と
は、人から人へと語り伝え
られた噂話のようなもの。
芥川龍之介『羅生門』のも
とになった「羅城門の老婆
の話」など現代の小説や映
画の題材になっているもの
も多くあり、読み応えたっ
ぷりです。
� （かもがわ図書館）

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

ターシャの農場の12カ月 ターシャ・テューダー／メディアワークス か

はるがくれたハンカチ やえがしなおこ／WAVE出版 か

まよなかのたんじょうかい 西本鶏介・渡辺有一／鈴木出版 ロ

ミルクこぼしちゃだめよ！ スティーブン・デイヴィーズ／ほるぷ出版 ロ

児　

童　

書

雲のはしご 梨屋アリエ／岩崎書店 か

草と木で包む Ｕ.Ｇ.サトー／福音館書店 か

つなみてんでんこ�はしれ、上へ！ 指田和・伊藤秀男／ポプラ社 ロ

にわのかいじゅうファイル 松橋利光／アリス館 ロ

一
般
実
用
書

みちこさん英語をやりなおす 益田ミリ／ミシマ社 か

親のこころ�３ 木村耕一／１万年堂出版 か

まんがでわかる７つの習慣 フランクリン・コヴィー・ジャパン／宝島社 ロ

脳の強化書 加藤俊徳／あさ出版 ロ

一
般
読
み
物

村岡花子の世界 村岡恵理／河出書房新社 か

貘の檻 道尾秀介／新潮社 か

ケモノの城 誉田哲也／双葉社 ロ

許す力 伊集院静／講談社 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
7月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～午前10時50分
　　　10日（木）かもがわ図書館
　　　24日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　午後２時～午後３時
　　　19日（土）かもがわ図書館

出 演 レインボーさん
『さようなら、オレンジ』
岩城けい/著　筑摩書房

『今昔物語集』
令丈ヒロ子／著・つだなおこ／絵

岩崎書店

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
25
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
小こ

林ば
や
し

　
耕こ
う

大た

さ
ん
の
「
僕
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「僕のおじいちゃん」
加賀中学校　１年

小
こ

林
ばやし

　耕
こう

大
た
さん

　

僕
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
目
が
不
自
由
で
す
。「
も
う

ま
く
色
素
変
性
症
」
と
い
う
難
病
に
か
か
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
そ
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
元
気
な
秘
け
つ
は
、「
孫

の
声
を
聞
く
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。
僕
は
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。
去
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
と
っ
た
山
中
教
授
の
Ｉ
Ｐ

Ｓ
さ
い
ぼ
う
で
何
年
か
後
に
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
け

ど
、
目
が
治
っ
て
く
れ
れ
ば
と
、
家
族
み
ん
な
で
い
の
っ

て
い
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
元
気
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
で
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
目
が
不
自
由
な

た
め
に
、
時
々
危
な
い
と
き
も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
時

は
、
仲
間
が
、「
せ
い
ち
ゃ
ん
、
こ
っ
ち
、
こ
っ
ち
。」
と

助
け
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
仲
間
の

助
け
も
あ
り
、「
一
日
が
楽
し
い
。」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
目
が
治
っ
て
、
一
日
が
も
っ
と
楽
し
い

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
楽
し
み
は
、
俳
句
、
せ
ん
り
ゅ
う
を

作
る
こ
と
で
す
。
せ
ん
り
ゅ
う
は
、
毎
月
考
え
て
津
賀
公

民
館
に
出
し
て
い
ま
す
。「
ぼ
や
き
せ
ん
り
ゅ
う
」
と
い

う
番
組
を
い
つ
も
ラ
ジ
オ
で
聞
い
て
大
声
で
笑
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ラ
ジ
オ
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
句
「
な
さ
け
な

や　

喜
寿
が
米
寿
に　

手
を
ひ
か
れ
」
が
そ
の
番
組
で
放

送
さ
れ
ま
し
た
。
僕
は
、「
さ
す
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と

思
い
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
季
節
ご
と
に
、
旧
道
か
ら
本
道
の

間
の
二
百
ｍ
の
路
地
を
目
が
見
え
な
い
の
に
手
探
り
で
、

と
っ
て
も
き
れ
い
に
草
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
通
る
人
が

気
持
ち
よ
く
通
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
取
る
そ
う
で
す
。

ぼ
く
は
、「
え
ら
い
な
あ
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　

僕
は
、
新
聞
を
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
読
ん
で
あ
げ
て
い
ま

す
。

　
「
こ
う
た
、
あ
り
が
と
う
。
あ
り
が
と
う
よ
う
。」
と
い

つ
も
笑
顔
で
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
特
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
の
で
、野
球
の
セ
リ
ー
グ
・
パ
リ
ー

グ
の
順
位
、
そ
し
て
投
手
の
勝
ち
負
け
を
読
ん
で
あ
げ
て

い
ま
す
。
政
治
の
こ
と
は
、
ラ
ジ
オ
で
よ
く
聞
い
て
い
る

の
で
、
僕
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
僕
の
勉
強
に
も
な
る
の

で
、と
て
も
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。新
聞
に
の
っ

て
い
る
難
し
い
記
事
や
漢
字
が
す
ご
く
分
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
吉
備
中
央
町
に
生
ま
れ
て
今

七
十
八
才
で
す
。
終
戦
の
時
の
こ
と
や
近
く
に
あ
る
川
合

神
社
の
こ
と
を
よ
く
話
し
て
く
れ
ま
す
。
下
竹
荘
小
学
校

で
は
、
毎
年
だ
し
を
作
り
ま
す
。
だ
し
は
わ
ら
人
形
に
紙

の
衣
し
ょ
う
、
岡
山
県
指
定
の
民
俗
文
化
財
で
す
。
だ
し

を
作
っ
て
い
る
時
、
も
う
少
し
川
合
神
社
の
こ
と
が
く
わ

し
く
知
り
た
か
っ
た
の
で
、
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

川
合
神
社
の
山
の
上
に
小
さ
い
神
様
が
あ
っ
ち
こ
っ
ち

に
あ
っ
た
の
で
、
い
っ
し
ょ
に
し
て
川
合
神
社
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
名
前
は
、
湯
山
川
、
吉
川
川
、
宇
甘
川
の
三

つ
の
川
が
合
流
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
く
っ
た
の
で
、
川

合
神
社
と
し
た
そ
う
で
す
。

　

物
知
り
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
に

長
生
き
し
て
ほ
し
い
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、「
あ
り
が

と
う
。」

図書館の「こんなこと」知っていますか？

　「予約・リクエスト申込書」に
ご記入ください。本の準備が整っ
たらご連絡します。
　図書館にない本は、県内の図
書館間のネットワークを活用し
たり、購入したり。可能な限り
お求めの本をご用意します。
（コミックや雑誌のリクエストは、参
考までに受け付けています。）

読みたい本の予約や
　　　リクエストはできる？貸出冊数や借りら

れる期間は？

読めそうにない時は？ 本の受取・返却

ひとり10冊、２週間。

お近くの公民館や教
育委員会で、借りた
り返したりすること
ができます。

お電話やカウンターで
お伝えください。予約
が入ってない本は、延
長利用できます。

かもがわ図書館とロマン高
原かよう図書館がある！

新聞や雑誌、マンガもある？

「２つでやっと一人前」の
ちっちゃな図書館。同じ図書
館カードで借りられます。本
の返却…どちらででも！

２館合わせて…新聞３種（山陽・
朝日・日経）、雑誌27種、マンガ約
300タイトルあります。（マンガは、
多くが皆さんからのご厚意による寄
贈本です。）



おめ

でとう満1歳
便

石
坂　

悠
翔
ち
ゃ
ん
（
上
加
茂
）

い
し
ざ
か　

ゆ
う
と

平成25年７月23日生まれ

これからも元気いっぱいのびのびと
成長してくれることを楽しみにして
います(^o^)

難
波
明
香
里
ち
ゃ
ん
（
湯
山
）

な
ん
ば

あ

か

り

平成25年７月15日生まれ

元気いっぱい！
すくすく大きくなってね。

池
田　

皇
紀
ち
ゃ
ん
（
高
谷
）

い
け
だ　

こ
う
き

平成25年７月８日生まれ

笑顔が絶えない皇紀へ
大好きなお兄ちゃんといつまでも仲良く
してその笑顔で幸せを招いてね
　　　　　　　お父さん・お母さんより
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ＢEＧＩＮコンサート 2014
●公 演 日　平成26年７月13日（日）

開場：午後４時45分　開演：午後５時30分
●会　　場　ロマン高原かよう総合会館

レインボーホール
●チケット販売（販売中）
　　　�ロマン高原かよう総合会館
　　　チケットぴあ／ローソンチケット
　　　ぎんざやプレイガイド（岡山）／インディスク（倉敷）

●チケット料金（全席指定席・税込）
　　　一般（高校生以上）6,500円　　小・中学生��1,000円
　　　　※�未就学児童は、無料。（保護者の方のお席で膝の上・立見の方は、その範囲内でご覧下さい。ただし、お席が必要な場合は、小中

学生チケットが必要です。）小学生のみでの入場はできません。

●主　　催　　ロマン高原かよう総合会館
　　　　　　　　企画制作／アミューズ ･�HAPPY��HEADS��MUSIC　後援／テイチクエンタテインメント
　　　　　　　　協力／ BEGIN��OFFCIAL��FAN��CLUB「かりゆしネット」

【お問い合わせ先】　ロマン高原かよう総合会館　☎０８６６－５４－１３０１

中国語講座　入門コース　講座生募集
　吉備中央町国際化推進協会では、今年度新たな取組として、中国語を身近な言語として親しんでいただこ
うと、中国語講座の入門コース（全８回）を開催します。中国語の発音など基礎から楽しく習うことができ
ます。
　ご希望の方は事務局（協働推進課）までお申し込みください。

　★講　　師　伊
だ

達
て

　玉
たま

美
み

　先生（吉備中央町竹荘）
　★開 催 日　（いずれも水曜日開催となります）
　　初　回：８月13日　第２回：９月10日　第３回：10月８日　第４回：11月12日　第５回：12月10日
　　第６回：平成27年１月14日　第７回：平成27年２月25日　第８回：平成27年３月11日
　★開催時間　　午後６時30分～７時30分
　★受 講 料　　無料（必要に応じてテキスト等を購入していただく場合があります。）
　★申込資格　　吉備中央町内に在住または在勤の方で、原則８回の受講が可能な方
　　　　　　　　年齢は問いません。
　★申込方法　　お電話にてお申し込みください。
　★申込締切　　７月18日（金）

　【お申し込み・お問い合わせ先】　吉備中央町国際化推進協会事務局（協働推進課　地域振興班）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎０８６６－５４－１３０１



フォト
トピックス イベント情報

主催：レインボーフェスティバル実行委員会【お問い合わせ先】協働推進課  ☎0866－54－1301

■日　時　平成26年７月19日（土）
　　　　　午後４時～午後10時
■会　場　ロマン高原かよう総合会館前駐車場

おいしいバザーがズ
ラリ！

迫力の倉敷天領太鼓
ステージ！！

夜空がキラリ！　打
上花火！

ご家族お揃いでお越
しください！

15周年記念 十五
の夜

2021 広報きびちゅうおう  2014. ７月号 広報きびちゅうおう  2014. ７月号

【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
、
５
月
19
日
に
行

わ
れ
た
上
竹
荘
保
育
園
の
園
児
に
よ

る
田
植
え
体
験
の
模
様
で
す
。

　
園
児
た
ち
は
、田
ん
ぼ
に
入
る
と
、

ぬ
か
る
ん
だ
田
ん
ぼ
に
足
を
と
ら
れ

な
が
ら
も
、
手
で
１
本
１
本
苗
を
植

え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
秋
に
は
園
児
た
ち
に
よ
る

収
穫
体
験
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

【
編
集
後
記
】

▼
今
月
号
に
掲
載
し
て
い
る
記
事

は
、
梅
雨
に
入
る
前
の
時
期
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
ど
の
行
事
も
天
候
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
晴
れ
空
の
も
と
、
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
さ
れ
た
方
々
の
笑
顔
を
見
る
た
び

に
、
こ
ち
ら
も
元
気
を
分
け
て
も
ら

え
ま
し
た
。

　
６
月
に
入
り
、
じ
め
じ
め
と
し
た

「
梅
雨
」の
時
期
が
到
来
し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
は
、
気
圧
の
低
い
環
境

が
続
く
こ
と
か
ら
、
ど
う
し
て
も
疲

れ
や
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
や
す
い
時

期
で
す
。
し
か
し
、
梅
雨
が
終
わ
る

と
厳
し
い
夏
の
暑
さ
と
の
戦
い
が

待
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
体
調
管

理
を
し
っ
か
り
行
い
な
が
ら
、
今
年

の
夏
を
乗
り
越
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。�

石
井

　大和山ハイキング
　４月27日、大和山ハイキング（主催=大和山野山の会・共催=吉備中央町
観光協会）が開催されました。
　当日は120名が参加し、ふれあい荘を出発した参加者はそれぞれのペースで、
標高608mの大和山山頂を目指しました。
　途中、同会会員の富岡さんからハイキングコースにある古和田城跡などの史
跡の説明や、山頂の大和山レーダー雨量観測所の開放も行われ、参加者は新緑
を満喫しながらハイキングを楽しみました。

　岩倉山ハイキング
　５月３日、岩倉山ウォーキング（主催=円城ふるさと村）が開催されました。
　当日は３㎞と５㎞の２コースに分かれて行われ、240名の参加者は岡山県の中心標のある岩倉公園や円城ふる
さと村などを散策しながら、自然と歴史を満喫していました。
　また、ウォーキング終了後には豚汁などの昼食が振る舞われ、参加者は心地よい汗をかきながら、楽しいひと
ときを過ごしました。

　第３回町長杯グラウンド・ゴルフ大会
　５月21日、第３回町長杯グラウンド・ゴルフ大会（主催＝吉備中央町老
人クラブ連合会）が吉備高原グラウンド・ゴルフ場で開催されました。
　大会には、町内のグラウンド・ゴルフ愛好家220名が参加しました。
　開会式では、本大会の参加者で今年満90歳を迎えられた竹

たけ
竝
なみ
仁
ひと
志
し
さん（納

地）と酒
さか
井
い
只
ただ
志
し
さん（田土）のお二人に記念品が贈られました。

　その後プレーが開始されると、参加した選手たちは交流を深めながら、
さわやかな汗を流していました。
　なお、上位３名の結果は次のとお
りです。（敬称略）

優　勝　砂
さこ
田
だ
好
よし
子
こ
（湯山）

第２位　清
きよ
原
はら
　保
たもつ
（上田西）

第３位　佐
さ
々
さ
木
き
角
かく
朗
ろう
（吉川）

夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会
　平成26年度の夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会が、吉備中央町で開催されます。
　体操会の模様は、ＮＨＫラジオ第１放送で全国生放送されます。吉備中央町の元気を全国に届けま
しょう。
　なお、当日参加された方には記念品をご用意しております。
　■と　き　平成26年８月13日（水）
　　　　　　午前５時30分受付開始　午前６時開会　午前６時40分閉会
　　　　　　※午前6時までに会場へお集まりください。　※参加は自由です（無料）
　■ところ　かもがわ総合スポーツ公園野球場（上田東2360－３)
　　　　　　※雨天時会場…同公園内体育館
　　　　　　※雨天の場合は室内用運動靴をご持参ください。
　　主　催　株式会社かんぽ生命保険、ＮＨＫ、ＮＰＯ法人全国ラジオ体操連盟
　　共　催　吉備中央町、吉備中央町教育委員会
　　主　管　株式会社かんぽ生命保険岡山支店、ＮＨＫ岡山放送局、岡山県ラジオ体操連盟

【お問い合わせ】　保健課　地域保健班　☎０８６６ー５４ー１３２６

みんなで元気に
いち、に、さん！

お
詫
び
と
訂
正

　平成26年５月に愛育委員さんもしくは、広報きびちゅうおう６月号と併せてお配りした『平成26年度個別検診
のおしらせ』（Ａ３版ピンク色１枚、両面白黒印刷）について、一部電話番号と住所の表記に誤りがありましたので、
ここにお詫びするとともに、訂正いたします。
　訂正前　山下クリニック　086－294－2340　岡山市北区横井上787－2
　　　　　　　　　　　　　　➡
　訂正後　山下クリニック　086－284－5511　岡山市北区楢津394－1


